
（参考） 

灘五郷について 

神戸市の西郷・御影郷・魚崎郷と、西宮市の西宮郷・今津郷の五つの郷の総称で、酒造りに最適の「宮

水」が湧き出るほか、酒造用原材料米の最高峰といわれる「山田錦」の産地も近いことから、「日本一

の酒どころ」として栄えています。現在は、27 の清酒・みりんを製造する蔵元があり、全国の約 25％

に相当する量の日本酒がこの一帯で製造されています。 

 

「灘の酒蔵」活性化プロジェクトについて 

2017年 10月から「灘の酒蔵」の活性化に向けて、灘五郷酒造組合、神戸市、    

西宮市及び阪神電気鉄道株式会社が実行委員会の構成員となり立ち上げたプ 

ロジェクト。「灘の酒蔵」の魅力を効果的に発信する様々なプロモーション活  

動を行っています。 

 

 〈ラッピングトレイン「Ｇｏ！Ｇｏ！灘五郷！」〉 

   「灘の酒蔵」活性化プロジェクトの一環として、2017 年 10 月から運行し
ているラッピング列車。各車両には、イラストレーターの山口哲司氏によ
る灘五郷の各郷をイメージしたイラストが描かれています。また、2020年
にデザインを一新した第2弾のラッピングトレインの車内に今年10月から
新たな装飾を追加して、乗車中も”灘五郷一色”の列車として運行を継続
します。ラッピングトレインを運行することで、阪神沿線に「日本一の酒
どころ・灘五郷」があることを沿線内外に広く知っていただき、灘の酒
蔵巡りへの興味を喚起しています。 

 

日本遺産について 

2020年 6月、神戸市、尼崎市、西宮市、芦屋市、伊丹市（幹事市）の 5市 

が申請した『「伊丹諸白」と「灘の生一本」下り酒が生んだ銘醸地、伊丹と灘 

五郷』が令和 2年度の日本遺産に認定されました。 

認定されたストーリーは、伊丹や灘の良質な酒が、酒輸送専用の樽廻船によっ 

て江戸に届けられ、「下り酒」として賞賛された物語を軸としたものです。 

これにより、今後ますます灘五郷のお酒が、ストーリーに乗せて国内外に発 

信されていくことが期待されます。 

 

GI灘五郷について 

  「灘五郷」は 2018年 6月 28日付けで、酒類の地理的表示（GI）として国税 

  庁長官の指定を受けました。「GI灘五郷」を名乗る清酒は、定められた生産基 

準を満たし、審査により酒類の特性を担保しています。特性としては、「味わ 

いの要素の調和がとれ、後味の切れの良い酒質」。 

これまでの確認審査で、12社 77種類の商品が「GI灘五郷」として認定され 

ています（2021年 7月時点）。 

 


	【ＨＰ】１０月３日（日）から「灘五郷オンラインセミナー」を実施！

